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イスラエル・パレスチナ
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イスラエルおよびパレスチナ問題をめぐる状

況は大きく変化している、） 1991年のマドリート

和平会議に始まる現在の中束相平プロセスの中

で，イスラエルとパレスチナ解放機構(PLO)は

1993年に相互承認するととも｛こ．暫定自治実施

に関する合意に調印した。イスラエルとパレス

チナ人はパレスチナの地（イスラエルの地）にお

ける共存の試みにおいて初めて合意したといっ

てよい。この合意に某つく暫定自治がガザ地ド

および西岸の町エリコで1994年5月に始まった

また，イスラエルとヨルダンはやはり1994年10

月に平和条約に調印したr，中東和平プロセスの

進展は紛争当事者の関係を変化させているだけ

にとどまらない。紛争当事者間の交渉に加え，

他のアラブ諸国なども参加した中東和平多国間

交渉が定期的に開催され一定の合意や理解を生

み出しているなど，アラブ・イスラエル関係も

決定的な変容の過程にある 0

これら一連の変化は．西岸曹ガザでのパレス

チナ住民による反イスラエル蜂起「インティフ

ァーダ」の開始，「パレスチナ国家」独立宣ふ

ソ連の新思考外交とそれに続く冷戦構造の崩壊囀

さらに湾岸危機・戦争などを前提としているこ

とはいうまでもない，，さらに一連の変化はイス

ラエル，パレスチナそれぞれが抱える政治や社

会の根本的な課題をも明らかにしつつある。
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こうした現実の状況とその背後にある構造を

とのように捉えるかという課題を中心として，

本稿かカバーする過去10年間，わか国において

もおびただしい量のイスラエルおよびパレスチ

ナ問題に関する研究や報道，論評かなされてき

た。また，対象とするイシューや関心領域も格

段に広がった。その中でイスラエルの政治．社

会，経済などの諸領域に関し，突っ込んだ検討

かわが国でもなされ始めたことは特筆されるべ

きだろう。

その代表的な成果は池田編[1988, 1990, 

1994]の3冊である。いずれも 6人から 8人の

研究者による論文をまとめたものであり，個々

の執筆者の関心のあり様や書かれた時点の状況

に違いがあるため， 3冊全体がまとまった形に

なっているわけではないっしかし，イスラエル

国内の政治潮流や軍，東洋（オリエント）系ユダ

ヤ人U)位置づけ．占領地問題をめくる議論．ュ

ダヤ系アメリカ人を含むアメリカとイスラエル

との関係など幅広い対象が取り上げられており，

イスラエル政治およびパレスチナ問題に関する

わが国における議論を深めることに大いに貢献

したといえよう。

木村 [1991]は上記の池田編 [199(）lおよび

後に触れる丸山編 [1988]などに収録された木

付個人の既発表論文を書き直しして取りまとめ
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たものであるが，イスラエルの安全保障観，占

領地政策，アメリカにおけるユダヤ・ロビー(f)

評価などに関し内容のある議論が展開されてい

る。タイトルが示している通り，中東和平問題

との関係てイスラエルを検討する際の基本的な

文献といえる。

個々の論文でイスラエル国内政治を扱ったも

のとしては，池田 [1991]が1967年の第三次中

東戦争を境にイスラエル政治における対立軸が

変化した過程を検討しており，輿味深い。選挙

の分析としては近藤 [1985-86]か1984年総選

挙を，吃山 [1994] と臼杵 [1994a]がそれぞ

れ1992年総選挙を扱っている。このうち立山

[1994]は選挙の公式記録に基づいて全国およ

び開発都市での投票結果の分析を試みたもので

あり，臼杵 [1994a]はテルアビブ近郊の町に

おける「ミズラヒーム」（東洋系ユダヤ人）の選

挙への閃わり方を論している臼杵 [1994b: 

においてもイスラエルにおけるミズラヒームの

位置づけが検討されているが，アシュケナジ一

ム，セファラディームという極端に単純化され

た従来からの視点を打ち破る貴頂な試みといえ

る。イスラエル経済に関する論考もいくつか発

表されたが，清水 [1989]は占領地政策との関

係などを踏まえながら，経済全般を検討してい

る。

冷戦の終焉．湾岸危機・戦争は当然のことな

がらイスラエルにもまったく新しい状況をもた

らした，，こうしたイスラエルが置かれた新しい

状況を立山 [1991]はアメリカとの関係に絞っ

て，また木村 [1994]は中東和平プロセスとの

関係でそれぞれ検討している。（旧）ソ連におけ

るユダヤ系市民もまた，ソビエト体制の崩壊過

程でまったく新しい状況に直面し，相当数がア

2ぅ2

メリカやイスラエルに移民した。この（旧）ソ連

からの移民問題に積極的に取り組んている高坂

は．高坂 [1992,1994]でソ連におけるユダヤ

人の状況，アメリカのユダヤ人受け入れ政策，

イスラエルヘの移民の現状などを詳細に分析し

ているc

同しイスラエルヘの新移民でもエチオピアか

らの「ベート・イスラエル」（一般には「ファラ

シャ」と呼ばれる）に関するまとまった論考は

ほとんどない。その意味で市川 [1994]は貴重

な論文てあり， hnえて近代国民国家の法体系と

宗教によって規定される個々人の私的身分との

緊張関係というイスラエルか抱える根本的な問

題の 1つへの接近を試みている。宗教の側面に

関しては池田 [1989]が．これまで日本ではほ

とんど取り上げられることかなかった宗教的シ

オニズムおよびハレディーム（敬虔派）など超

正統脈の 2つのユダヤ教の潮流を， f宗教的先

鋭主義」として論じている。

日本とイスラエルとの外交関係に関してユニ

ークな視点を提供しているのが高橋 [1988]で

ある。戦後、日本が外交活動を再開した1952年

から56年に至る間のイスラエル承認や大使館開

設の過程を公開された外交資料に基づいて検証

したものであり，イスラエルとその背後にある

アメリカ，およびアラプとの狭問で揺れる日本

の中束外交の原型を高橋はこの時期に見いだし

ている。

エルサレム問題に関してもいくつかの論考が

あった。、立山 [1990]はアメリカの大統領選挙

運動においてエルサレム問題かいかに取り上げ

られるかなどを踏まえ，歴代政権の政策を実証

的に検討したものである。 Ji．藤川 [1992]

はエルサレム旧市街地やその周辺のパレスチナ
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人居住地区において存在を強化しつつあるユタ

ヤ教過激派グループの動向を紹介しながら，

「共存的聖地構造」と藤田が呼ぶイスラーム以

来のエルサレムにおける宗教コミュニティーの

共存関係が崩壊する危険に曝されていると指摘

している。

西岸，ガザを中心とするパレスチナ社会の状

況に関しては，先にあけた池田編 [1990] と木

村 [1991]に収められたいくつかの論文が取り

上げていることは既に述べたとおりであり，そ

れらには1987年末に始まったインティファーダ

に関する論考も含まれている。これとは別に丸

山編 [1988]はイスラエル内，および西岸，ガ

ザのそれぞれのパレスチナ人社会を 3人の執筆

者が検討した論文を収録している。

PLOはインティファーダが始まった翌年の

1988年にパレスチナ国家の独立を宣言したが，

この独立宜言および国連がこの独立を承認

(acknowledge)したことの国際法的な意味を検

討した論文が家 [1991]である。 一方，臼杵

[1991 a]はイスラエル占領地，特に西岸の経

済がイスラエルとヨルダンに構造的に従属して

いる実態を明らかにしている 西岸，ガザで暫

定自治が開始され，経済開発を試みる政策がハ

レスチナ人の手でとられ始めるとともに，国際

的な援助が行なわれている現在，西岸，ガザの

経済をより多方面から分析する必要があるだろ

う。

西岸，ガザのイスラーム勢力に関しては，イ

ンティファーダが始まって以降，ハマースの動

向を中心に強い閃心を集めている。これについ

て小杉 [1994]は西岸，ガザにおけるムスリム

同胞団の活動やイスラーム復興の動き，さらに

ハマース，ジハードの思想，和平プロセスとの

イスラエル・，ヽレスチナ

関係などを全体的に検討している C パレスチナ

難民問題に関しては．立山 [1992]が中東和平

プロセスとの関係を検討している。また臼杵

[1991 b] はヨルダンに住む l人のパレスチナ

難民の個人史を軸に，パレスチナの「村」のあ

り様がいかにヨルダンの難民キャンプに復活さ

れたかを論じていて典味深い。なお臼杵 [1994

c ]は，パレスチナ難民発生の原因を含めたイ

スラエルにおける「正統的」史観の見直しを迫

る「修正主義」学派の議論を紹介している。

中東和平プロセスとの関係で水資源が議論さ

れる機会が増している。村上 [1991,1993]は

ヨルダン川水系の調査に長年従事してきた河川

丁．学の専門家の立場から水資源の配分と和平と

の関係を検討したものてあり，貴重な論考とい

える

以上に取り上げた論文（集）はいずれも過去

10年間における論考の一部であり．この他にも

多くの議論が行なわれた。本稿で紹介した論文

（集）だけに限定しても，わが国においてもイス

ラエルおよびパレスチナ問題に関し実に広範な

ィシューが取り上げられ，多角的な議論がなさ

れていることがわかる。特にこの10年間におい

て．現地での調査や 1次資料に基づいた論考が

飛躍的に増えたといえよう。

暫定自治の開始．イスラエル・アラプ対立関

係の変容という現実の動きの中で．改めてイス

ラエルやパレスチナ社会が有しているさまざま

な側面や論点が浮かびl．．かり，わが国における

イスラエル研究やパレスチナ問題研究が取り組

まなければならない課題かますます増大してい

る。これからの10年によりいっそう幅広い質の

高い議論が展開されることが期待できるだろう。
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